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古
都
探
訪
『
嵯
峨
行
程
』
余
滴

-

宇
多
野

・
鳴
滝
あ
た
り
ー

成

田

俊

治

「
予
好
山
水
尋
名
勝
之
癖
ア
リ

延
宝
八
年
庚
申
秋
九
月
、

一
ニ
ノ
同
志
ヲ
誘

ヒ

西
山
ノ
処
々
ヲ
尋

ン
ト
欲
シ

十
二
日

昧
爽

自
雲
村
遠
碧
軒
ヲ
出
テ
…
…
」

の
書
き
出
し
で
、
嵯
峨

・
西
山
を
尋
ね
、
社
寺

・
名
所
旧
蹟
を

紹
介
し
た
の
は

『
西
遊
左
券
』
(別
名

『嵯
峨
行
程
』
)
の
著
者

黒
川
道
祐
で
あ
る
。

儒
学
者
で
あ
り
安
芸
藩
の
藩
医
で
あ

っ
た
彼
は
、
延
宝
の
頃

京
都

に
移
り
新
町
今
出
川

(白
雲
村
)
に
居
を
か
ま
え

(遠
碧

軒
)、

古
典
の
研
究

の
か
た
わ
ら
殆
ん
ど
毎
年
洛
中
洛
外
は
も

と
よ
り
江
州
に
も
足
を
の
ば
し
、
丹
念
に
地
理
を
考
え
古
記
録

・
金
石
文
を
書
き
と
ど
め
た
。
そ
し
て
貞
享

二
年
(
一
六
八
五
)

に

『
日
次
紀
事
』、
翌
年
に
は
山
城
国

の
地
誌

『雍
州

府

志
』

を
刊
行
し
て
い
る
。
彼
が
嵯
峨

・
西
山
を
尋
ね
た
の
は
延
宝
八

年

(
ニ
ハ
八
〇
)
九
月
十
二
日
か
ら
十

四
日
の
三
日
間
で
、
そ

の
紀
行
文
が

『嵯
峨
行
程
』
で
あ
る
。

彼
は
白
雲
村
遠
碧
軒
を
出
て
よ
り
、
正
親
町
通
を
西

へ

一
条

反
橋
を
渡
り
、
北
野
天
満
宮

・
平
野
の
社
を
北
に
見
、
紙
屋
川

の
西
の
方
、
八
丁
啜
を
過
ぎ
宇
多
川
の
板
橋
を
渡
り
、
妙
心
寺

北
門

・
仁
和
寺
を
す
ぎ
、
宇
多
野

・
鳴
滝
を
西

へ
、
帯
取
池
を

右
に
見
て
広
沢
の
池

の
南
に
出
て
北
嵯
峨
に
至
り
、
さ
ら
に
下

嵯
峨

・
嵐
山
、
梅
津
に
至

っ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
間
の
主
な
社

寺
、
名
所
旧
蹟
、
陵
墓
な
ど
を
紹
介
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
古
都
探
訪
は

『嵯
峨
行
程
』
を
手
引
き
に
し
な
が
ら
、
嵯
峨

へ
の
入
口
と
な

っ
て
い
る
宇
多
野

・
鳴
滝
周
辺
を
散
策
し
、
彼

が
ふ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
み
て
い
く

こ
と
に
し
よ
う
。

北
山
か
ら
宇
多
野
に
か
け
て
な
だ
ら

か
な
山
々
が

つ
ら
な
り
、

そ
の
懐

に
い
だ
か
れ
る
よ
う
に
寺

々
は
あ
る
。
竜
安
寺
、
転
法

輪
寺
、
蓮
華
寺
、
仁
和
寺
、
妙
光
寺
、
西
壽
寺
、
法
蔵
寺
、
三

宝
寺
な
ど
大
小
の
寺

々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
荷

っ
て
静
か
な

た
た
ず
ま
い
を
み
せ
、
ま
た
鳴
滝

の
集
落
に
は
了
徳
寺
、
専
念

じ

げ

寺
が
、
福
王
子
に
は
善
福
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
地
下

の
菩
提
寺
と
し

て
人
び
と
と
結
び

つ
い
て
い
る
。

ま
た
こ
の
地
は
九
世
紀
末
、
光
孝
天
皇
の
御
願
寺
と
し
て
最

初
の
門
跡
寺
院
と
し
て
出
発
し
た
仁
和
寺
の
寺
域
で
、
盛
時
に

は
広
沢
か
ら
双
ケ
丘
、
花
園
を
境
に
竜
安
寺
の
地
を
含
む
地
域

一51一
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を
領
し
、
円
融
寺

(
円
融
天
皇
御
願
)、
円

教

寺

(
一
条
天
皇

御
願
)
、
円
乗
寺

(後
朱
雀
天
皇
御
願
)
、
円
宗
寺

(後
三
条
天

皇
御
願
)

の
い
わ
ゆ
る
四
円
寺
を
は
じ
め
、
紫
金
台
寺
、
香
隆

寺
、
北
院
な
ど
七
十
余

の
子
院
や
院
家
が
建
ち
な
ら
び
、

一
大

仏
地
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
日
現
存
す
る
も
の
遍
照

寺
、
蓮
華
寺
な
ど
数
ケ
寺

で
あ
る
が
、
寺
、
院
、
堂
、
房
、
殿

の
つ
い
た
地
域
の
町
名
に
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
。

さ
て
、
仁
和
寺
の
門
前
を
西

へ
行
く
と
五
差
路
に
出
る
。
右

は
周
山
街
道
、
左
は
双
ケ
丘
の
西
麓
を

へ
て
花
園

へ
、
さ
ら
に

西

へ
向
え
ぽ
北
嵯
峨

へ

『
嵯
峨
行
程
』

の
道
順
で
あ
る
。
こ
の

附
近

一
帯
を
宇
多
野
と
い
い
、
平
安
初
期
に
は
天
皇

の
遊
猟
地

の

一
つ
と
し
て
、
桓
武
天
皇
を
は
じ
め
歴
代
の
天
皇
が
臨
幸
さ

れ
狩
猟
を
楽
し
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
五
差
路

の
角

に
福
王
子

神
社
が
あ
る
。
こ
の
神
社
は
光
孝
天
皇
皇
后
班
子
を
祭
神
と
し
、

仁
和
寺

の
鎮
守
と
も
さ
れ
、
こ
の
地

の
産
土
神
で
あ
る
。
本
殿

は
寛
永

二
十

一
年

(
一
六
四
四
)
仁
和
寺
宮
覚
深
法
親
王
の
造

営
と
伝
え
、
拝
殿

・
鳥
居

・
石
灯
籠
と
と
も
に
重
文
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
本
殿
の
ぞ
ぽ

に

「夫
荒
神
」
を
祀
る
小
社
が
あ
る
。

『嵯
峨
行
程
』
に
、
丹
波
の
氷
室
か
ら
禁
裏

へ
納
め
る
氷
を
運

ぶ
役
夫
が
、
氷
の
と
け
る
の
を
お
そ
れ
て
疾
走
し
た
た
め
、
遂

に
こ
こ
で
気
息
絶
え
て
死
ん
だ
、
そ
の
霊
が
祟
り
を
な
し
た
の

で
社
を
た
て
祀

っ
た
、
と
伝
え
て
い
る
。
道
祐
は
、
こ
れ
は
実

は
摩
利
支
天
を
祀

っ
た
も
の
と
い
う
。

福
王
子
神
社
か
ら
周
山
街
道
を
約
二
百
米
、
左

へ
入
る
と
真

宗
大
谷
派
了
徳
寺
が
あ
る
。
こ
の
寺
は
古
く
か
ら
鳴
滝
村

の
菩

提
寺
と
し
て
、
ま
た
近
辺
の
人
び
と
か
ら
大
根
焚
き
の
寺
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
親
鸞
聖
人

・
蓮
如
聖
人

の
来
訪
伝
承
が
あ
り
、
親
鸞

聖
人
真
筆

の

『
す
す
き
の
名
号
』、

蓮
如
聖
人
真
筆
の

『
六
字

名
号
』
を
伝
え
て
い
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
親
鸞
聖
人
関
東
よ
り

帰
京
後
、
し
ば
し
ば
愛
宕
山
月
輪
寺

に
元
祖
法
然
上
人
の
遺
蹟

を
訪
ね
ら
れ
、
そ

の
往
還
の
途
次
こ
の
地
を
訪
ね
ら
れ
た
が
、

建
長
四
年

(
一
二
五
二
)
十

一
月
、
し
ば
ら
く
鳴

滝

の
地

に

じ

げ

滞
在
さ
れ
、
地
下

の
人
び
と
に
他
力
念
仏
を
勧
め
ら
れ
た
。
村

人
聴
聞
し
歓
喜
し
聖
人
に
深
く
帰
依
し

た
の
で
あ
る
。
時
し
も

冬

の
こ
と
と
て
当
地
の
産
物
で
あ
る
大
根
の
塩
焚
き
で
聖
人
を

も
て
な
し
た
と
こ
ろ
、
聖
人
は
村
人
の
厚
志
を
大
い
に
よ
ろ
こ

ば
れ
、
庭
前
に
あ

っ
た
ス
ス
キ
の
穂
を
筆
に
、
ナ
ベ
の
ス
ス
を

墨
に
、

『
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
』

の
十
字

の
名
号
を
書
き

あ
た
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
村
人
は
毎
年
十
二
月
に

な
る
と
寺
に
集
り
、
聖
人
の
遺
徳
を
し

の
ん
で
塩
味
の
大
根
を

食
べ
、
報
恩
講
を
い
と
な
ん
だ
と
い
う
。

そ
れ
よ
り
の
ち
、
聖
人
の
跡
を
慕

っ
て
明
応
三
年

(
一
四
九

四
)
こ
の
地
を
訪
れ
た
蓮
如
聖
人
は
、

こ
の

『す
す
き

の
名
号
』

を
拝
し
、
新
た
に

『南
無
阿
弥
陀
仏
』

の
六
字

の
名
号
を
書
き

授
け
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て

『
す
す
き

の
名

号
』
『
六

字

一52一



・邑　r.轟冖学毒」苧・笹琴・轡紬・
娯県　{}　一}一　{　　i　　i　,i,ii,'　p　　II　　　　　　　㎜皿一}　一

　}}.ii　ii,
　i　　i　　i,,

名
号
』
が
寺
宝
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
ま
た
親
鸞
聖
人
は
八
十
歳

の
念
仏
弘
通
の
姿
を
自
刻
さ
れ
、
仁
和
寺
慶
雅
法
橋
に
与
え
ら

れ
た
と
い
う
御
影
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
寺
内
に
は
石
垣

に
か
こ
ま
れ
た

「
す
す
き
塚
」
が
あ
る
。

親鸞聖人 「すすきの名号」
蓮如聖人 「六字名号」

こ
の
よ
う
な
伝
承
を
も

つ
了
徳
寺
は
、
寺
と
し
て
は
室
町
末

の
大
永
四
年

(
一
五
二
四
)
両
聖
人
の
遺
蹟
に
因
ん
で
僧
正
西

に
よ

っ
て
開
創
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
約
九
十
余
年

の
後
、
元
和
の
頃
か
ら
了
徳
寺
過
去
帳
は
記
録
さ
れ
は
じ
め
て

お
り
、
鳴
滝
墓
地
で
最
も
古
い
墓
石
は
寛
永

五
年
(
一
六
二
八
)

じ

げ

 を
始
め
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
江
戸
初
期
か
ら
地
下
の
菩

提
寺
と
し
て
の
機
能
を
持

つ
に
至

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て

も
と
も
と
村
人
だ
け

の
さ
さ
や
か
な
報
恩
講
の
大
根
焚
き
の
行

事
で
あ

っ
た
も
の
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
各
地
に
伝
え
ら
れ
、

聖
人
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
人
び
と
が
参
詣
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き

た
の
で
あ
る
。寺
内
に
あ
る
大
根
焚
き

用
の
什
物
や
石
碑
に
「
元

禄
」
「文
化
」
の
年
号
が
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
の
頃

か

ら
徐

々
に
信
者
が
参
詣
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
本
堂
に

「
天

保
九
戊
歳
十

二
月
六
日
鳴
滝
御
坊

施

主
洛
陽
長
安
寺
門
徒
鎰

屋
利
兵
衛
」
の
刻
銘
の
あ
る
四
角
灯
籠
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ

ば
他

の
寺
の
門
徒

で
あ
る
人
が
、
了
徳
寺

の
報
恩
講
の
時
に
灯

籠
を
寄
進
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

こ
れ
ら
に
よ

っ
て
も
聖

人
遺
蹟
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

現
在
、
十

二
月
九

・
十
両
日
の
報
恩
講
に
、
聖
人
接
待

の
故

事

に
ち
な
ん
で
大
根
を
た
い
て
供
養
さ
れ
る
が
、
そ
の
大
根
を

食
べ
る
と
中
風
に
か
か
ら
な
い
と
い
う

信
仰
が
あ
り
、
近
年

は

門
前
市
を
な
す
盛
況
で
、
京

の
初
冬
の
風
物
詩
と
な

っ
て
い
る
。

当

日
使
用
さ
れ
る
大
根
は
、
地
元
の
明
神
講
の
講
田
で
収
獲
し

た
も
の
を
用
い

「
講
田
大
根
」
と
よ
ば

れ
た
が
、
今
で
は
講
田

は
な
く
丹
波
か
ら
取
り
よ
せ
ら
れ
る
と

い
う
。
昨
年
は
使
用
さ

れ
た
大
根
は
三
千
数
百
本
、
油
揚
げ

二
千
数
百
枚
、
二
日
間
で

一
万
二
千
人
の
参
詣
者
が
あ

っ
た
と
い
う
。

京
の
町
の
人
び
と
に
膾
炙
さ
れ
、
な
が
い
伝
統
を
も
つ
了
徳

寺
の

「大
根
焚
き
」

の
行
事

は
、
寺

の
行
事
と
し
て
始
ま

っ
た

じ

げ

の
で
は
な
く
、
親
鸞
聖
人
に
帰
依
し
た
地
下
の
人
び
と
の
信
仰

と
し
て
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
信
仰
に
生
き
た
名
も
な

い
庶
民
に
よ

っ
て
受
け

つ
が
れ
て
き
た

こ
と
に
、
大
き
な
意
義

一53一
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を
認
め
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

了
徳
寺
か
ら
周
山
街
道
を

へ
だ
て
、
低
い
山
や
谷
が
出
入
り

す
る
山
道
を
北
に
進
み
、
道
が
終
る
と
こ
ろ
に
泉
谷
西
壽
寺
が

あ
る
。
三
方
を
山
に
か
こ
ま
れ
閑
静
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
る
。

こ
の
寺
は
浄
土
宗
捨
世
派
で
、
近
世
初
頭

の
学
僧
、
琉
球
に
浄

土
宗
の
僧
と
し
て
始
め
て
足
跡
を
残
し
、
琉
球
王
尚
寧
王
の
帰

依
を
う
け
た
袋
中
良
定
の
開
創
で
あ
る
。

泉
谷
は
七
谷
の

一
つ
で
清
冽
な
泉
が
湧
出
す
と
こ
ろ
か
ら
通

称

"
い
ず
み
だ
に
"
と
よ
ぼ
れ
る
。
寺
開
創

の
際
、
山
を
穿

っ

た
と
き
、
日
、
月
、
星
の
文
字
を
記
し
た
霊
石
を
得
、
そ
の
石

の
下
か
ら
清
水
が
湧
き
出
し
た
と
い
わ
れ
、
本
堂
裏
、
山
手
に

あ
る
こ
の
泉
は
今
日
に
至
る
も
渇
く
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
ま

た
霊
石
は
当
寺

の
鎮
守
と
し
て
本
堂
の
西
の
小
丘
の
上
に
祀
ら

れ
て
い
る
。

さ
て
こ
の
寺
は
、
寛
永
の
頃
、
京

・
高
辻
に
住
ま
い
熱
心
な

念
仏
信
者
で
あ

っ
た
北
出
嘉
兵
衛
な
る
者
、
三
条
大
橋

の
檀
王

法
輪
寺
に
通
い
袋
中
上
人
に
帰
依
し
て
い
た
。
寛
永
四
年

(
一

六
二
七
)
北
出
嘉
兵
衛
は
こ
の
地
に
隠
棲
し
、

一
宇

の
念
仏
道

場
を
開
き
、
袋
中
上
人
を
請
じ
て
開
山
と
し
た
の
が
始
ま
り
と

い
う
。

の
ち

一
時
衰
退
し
た
が
万
治
三
年

(
一
六
六
〇
)
第
五

世
愚
故
上
人
に
よ

っ
て
再
興
さ
れ
、
こ
の
時
本
堂
も
建
て
ら
れ

た
。
明
治
初
年

一
旦
廃
寺
と
な

っ
た
が
、
明
治
十
七
年
颯
田
諦

真
尼
に
よ

っ
て
復
興
さ
れ
、
爾
来
四
十
余
年
に
わ
た

っ
て
寺
構

の
整
備
に
心
血
を
注
ぎ
、
旧
時

の
盛
観

に
復
さ
し
め
た
。
こ
の

頃
に
は
極
楽
庵
、
雲
庵
な
ど
五
庵
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
こ
こ
で

多
く

の
尼
僧
が
念
仏
三
昧
の
生
活
を
送

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
尊
は
丈
六
阿
弥
陀
如
来
で
、
再
興

の
主
、
愚
故
上
人
が
近

江
国
甲
賀

に
あ

っ
た
新
宮
大
明
神
の
本

地
仏
を
移
し
た
も
の
と

伝
え
て
い
る
。
上
品
上
生
の
定
朝
風
に
作
ら
れ
た
優
れ
た
尊
像

で
、
鎌
倉
時
代

の
作
と
い
わ
れ
、
そ
の
円
満
具
足
し
た
柔
和
な

尊
容
は
、
我

々
を
慈
愛
の
ま
な
ざ
し
で
見
守

っ
て
い
て
下
さ
る

よ
う
で
あ
る
。
脇
壇
の
厨
子
に
は
合
掌

し
た
袋
中
上
人

の
肖
像

及
び
袋
中
上
人

の
位
牌
、
寛
永
八
年
に
入
寂
し
た
北
山
嘉
兵
衛

の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

境
内
に
は
袋
中
上
人
の
墓
や
名
号
石
、
ま
た
近
世
の
儒
者
藤

井
懶
斎
、
桑
原
空
洞
の
墓
が
あ
る
。
藤
井
懶
斎
は
山
崎
闇
斎

に

儒
学
を
学
び
、
医
学
も
学
ん
だ
が
、

一
病
者

へ
の
薬
餌
投
用

の袋中上人名号板碑
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誤
り
か
ら
医
術
を
す
て
、
こ
の
鳴
滝
に
隠
棲
し
生
涯
を
終
え
た

と
い
う
。
そ
の
他
、
律
院

の
伝
統
を
守
り
生
涯
精
進
で
通
し
、

節
約
を
重
ん
じ
、
か
つ
家
政
学
園
発
展

の
基
礎
を
確
立
さ
せ
近

代
に
お
け
る
偉
大
な
女
子
教
育
者
の

一
人
に
か
ぞ
え
ら
れ
た
大

島
徹
水
上
人
、
そ
の
あ
と
を
つ
い
だ
石
橋
誠
道
上
人
、
三
枝
樹

正
道
上
人

の
墓
も
並
び
建

て
ら
れ
て
い
る
。

都
会

の
騒
音

か
ら
隔
離
さ
れ
、
蝉
し
ぐ
れ
の
中
で
ご
本
尊

の

も
と
に
坐
す
。
静
け
さ
は
さ
ら
に
ま
し
、
阿
弥
陀
如
来

の
大
慈

大
悲
に
抱
か
れ
る
憶
い
は
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
を
も
ち
、
色
々
な
か
た
ち
で
現
代
に
生
き
る
寺

々
の
中

で
、
捨
世

の
遺
訓
を
伝
え
念
仏
道
場
と
し
て
い
つ
ま
で
も
生
き

た
い
と
、
質
素
な
庫
裡

の
座
敷

で
語
る
住
職
尼
の
言
葉
が
印
象

的
で
あ

っ
た
。

ふ
た
た
び
周
山
街
道
に
出
、
高
雄
に
向

っ
て
二
百
米
、
三
宝

寺
橋
の
た
も
と
南
側
の
生
垣
の
中
に

"宅
間
塚
"
が
あ
る
。

こ

こ
に
は
次
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。
ま
ず

『嵯
峨
行
程
』
に

「橋

ノ
東
北

宅
間
勝
賀
力
石
碑
ア
リ

宅
間
栂
尾
春
目
ノ

神
像
ヲ

親
リ
写

ス
ニ
ョ
リ

帰
京
ノ
時
此

ノ
処

ニ
テ
堕
レ馬

死
ス

土
人
憐
之
立
碑
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た

『拾
遺
都

名
所
図
会
』
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「鳴
滝
高
雄
道
の
か
た
は
ら
右
の
か
た
に
あ
り
、
伝
に
云
く

む
か
し
絵
師
宅
摩
、
栂
尾
明
恵
上
人
を
信
敬
す

明
恵
、
解

脱
の
両
上
人

は
春
日
、
住
吉
の
二
神
常
に
擁
護
を
加
え
た
ま

ふ
。
あ
る
日
宅
摩

明
恵

の
宅
に
至
る
に

障
子
の
内
に
人

無
う
し
て
上
人
と
話
答

の
声
あ
り

宅
摩
あ
や
し
み
て
こ
れ

を
問
ふ
に

時

々
春
日
、
住
吉
影
向
あ
り

け
ふ
も
ま
た
し

か
り
と
そ

宅
摩
寄
感
し
て
障
子
の
間
よ
り
窺
ふ
に
両
人
列

座
す

光
相
お
よ
び
衣
服
よ
の
つ
ね

に
異
な
り

や
が
て
筆

そ
そ

を
執

つ
て
譫
う
に
神
相
を
う

つ
す

こ
の
画
像
今
栂
尾
山
に

あ
り

宅
摩
帰
京

の
時

こ
の
所
に
お
い
て
落
馬
し
て
死
す

こ
れ
す
な
は
ち
凡
人
神
相
を
写
す
冥
罰
な
り
と
そ

遂
に
こ

こ
に
塚
を
築
き
て
験
と
す
る
な
り
L

宅
摩
勝
賀

(為
基
)

は
、
父
為
遠
、
弟
為
久
と
と
も
に
鎌
倉
初

期

の
代
表
的
な
絵
仏
師

で
あ

っ
た
。
彼

は
神
護
寺

・
東
寺
に
関

係
し
て
活
躍
し
、
嘉
永
三
年

(
=

八
四
)
に
法
橋
、
建
永
元

年

(
=

一〇
六
)
頃
に
は
法
眼
に
な

っ
て
い
る
。
彼

は
栂
尾
明

恵
上
人
に
深
く
帰
依
し
て
い
た
。
あ
る
時
、
上
人

の
室
を
訪
ね

た
と
こ
ろ
、
室
中
に
人
が
い
る
気
配
が
な
い
の
に
上
人
が
誰
か

と
話
し
合

っ
て
い
る
様
子
、
不
審
に
思

っ
て
寺
僧
に
問
う
と
、

時
々
、
春
日

・
住
吉

の
二
神
の
影
向
が
あ
り
、
今
日
も
二
神
と

談
じ
て
お
ら
れ
る
と

の
こ
と
。
彼
は
怪
ん
で
隙
間
か
ら
窺
う
と
、

た
し
か
に
二
神
が
坐
し
て
い
る
。
か
ね

て
よ
り
神

の
真
姿
を
描

い
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
た
彼
は
、
早
速
筆
を
と

っ
て
二
神
像

を
写
し
と

っ
た
。
と

こ
ろ
が
そ
の
帰
途
、
落
馬
し
て
頓
死
し
て

し
ま

っ
た
。
世
の
人

こ
れ
を
み
て
凡
人
が
神
相
を
写
し
た
罰
で
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あ
る
と
い

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
村
人
は
勝
賀
を
あ
わ
れ
ん
で

死
ん
だ
場
所
に
塚
を
立
て
た
の
が
、
こ
の
宅
間
塚
で
あ
る
。

宅間塚の卵塔 ・墓碑

 

こ
の
塚
は
も
と
街
道
の
右
、
橋

の
東
北
の
小
丘
に
あ

っ
た
と

い
う
が
、
近
年
今

の
場
所
に
移
さ
れ
、
現
在
、
卵
塔
と
延
宝
七

年

(
一
六
七
九
)

の
墓
碑
が
あ
る
。

こ
の
墓
碑
に
は
塚
の
い
わ

れ
が
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
が
、
な
が

い
年
月
の
風
雨
に
判
読
し

難
く
、
そ
の
年
月
は
ま
た
伝
説
も
次
第
に
忘
れ
さ
せ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
僅
か
に

「宅
間
町
」
と
い
う
地
名
の
み
を
残
し
て
。

宅
間
塚
を
た
ず
ね
た
と
き
、
橋
の
た
も
と
に
住
む
人

の
話
に
、

数
年
前
、
四
国
か
ら
老
婦
人
が
尋
ね
て
こ
ら
れ
、
長
い
間
、
墓

の
前
に
佇
み
、
拝
ん
で
お
ら
れ
た
と
い
う
。
因
み
に
老
婦
人
は

宅
間
姓
で
あ

っ
た
と
い
う
。

鳴
滝
を
あ
と
に
、
ふ
た
た
び
御
室
仁
和
寺

の
前

へ
出
て
南
を

の
ぞ
む
と
、
御
室
と
花
園
を
結
ぶ
よ
う

に
北
か
ら
南

へ
三
つ
の

丘
陵
が
連
な
る
。
す
な
わ
ち

一
ノ
丘
、

ニ
ノ
丘
、
三
ノ
丘
と
な

ら
ぶ
双
ケ
丘
で
あ
る
。
近
年
、
樹
木
が
伐
ら
れ
荒
れ
て
は
い
る

が
、
ま
だ

一
部
に
は
青
松
が
生
い
茂
り
、
数
多
く

の
和
歌
に
詠

ま
れ
た
王
朝
貴
族
遊
楽
の
地
で
あ

っ
た
お
も
か
げ
を
残
し
て
い

る
。

一
ノ
丘
の
山
頂
に
小
円
墳
が
あ
り
、

『令
義
解
』
の
編
者

で
詩
文
に
も
す
ぐ
れ
た
清
原
夏
野

の
墓
と
伝
え
、
そ
の
山
荘
は

三
ノ
丘
東
麓
に
構
え
て
い
た
と
い
わ
れ

る
。

さ
て
ニ
ノ
丘
の
東
麓

に
、
長
泉
寺
と

い
う
兼
好
法
師
の
墓
が

あ
り
、
兼
好
法
師
の
像
を
安
置
す
る
浄

土
宗
の
尼
寺
が
あ
る
。

こ
の
寺

の
開
創
は
正
保
四
年

(
一
六
四
七
)
で
、
元
禄

・
享
保

年
間
に
調
査
さ
れ
た
浄
土
宗
の
末
寺
帳

で
あ
る

『蓮
門
精
舎
旧

詞
』
に
よ
れ
ば

「
長
泉
寺

岡

開
山
朝
蓮
社
善
誉

正
雲
西
堂
生
國
朝
鮮
人

也

大
閣
秀
吉
高
麗
入
之
時
渡
海
也

師
匠
江
戸
伝
通
院
御

玉
屋
別
当
心
誉
上
人
也
附
法
之
師
不
知

建
立
正
保
四

丁
亥

年
中

寛
文
七

丁
未
年
七
月
十
五
日
寂
行
年
不
知
当
住
迄
第

六
世
也

右
寺
吉
田
兼
好
之
遺
跡
」

と
あ
り
、
ま
た

『
雍
州
府
志
』
に
も
長
泉
寺

の
開
基
に
つ
い
て

ふ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
朝
鮮
に
攻
め
入

っ
た
秀

吉

の
軍

に
捕

え

ら
れ
て
異
境
の
土
を
踏
ん
だ
高
麗
の

一
男
子
が
、
晩
年

僧

と

な

っ
て
開
い
た
寺
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
寺

に
ま

つ
る

位
牌

に
は

「
当
寺
開
基

朝
蓮
社
正
雲
善
誉
頓
阿
大
和
尚
」
裏

(
マ
マ
)

に

「寛
文
七

癸
未
七
月
廿
五
日
往
生
八
十
六
歳
」
と
あ
る
。

こ
の
寺
が
兼
好
法
師
の
遺
跡
と
さ
れ
た
の
は
、
長
泉
寺
開
創

と
同
時
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
道
祐

の

『嵯
峨
行
程
』
に

「
凡
ソ

一
ノ
岡
ト
ニ
ノ
岡
ト
ノ
間

二
墳
墓
多

シ
古

ハ
無
二
貴

賤

【
此
所

二
葬
ケ
ル
ト
見

ユ

兼
好
法
師
力
庵

ノ
前

二
並
木

ノ
桜
ヲ
種

へ

終

二
栖
家
ト
セ
シ
ト
書
シ
モ
此

ノ
所
ト
オ
ホ

シ
キ
地
ア
リ

今

ハ
田
ト
ナ
リ
兼
好
地
ト
云

ヘ
ル
字

バ
カ
リ

残

レ
リ

然
ル
ヲ

一
ノ
岡
ト
ニ
ノ
岡

ト
ノ
間

二
長
泉
寺
ト
云

ヘ
ル
寺

ア
リ

其

ノ
処

二
近
世
好
事

の
者
兼
好

力
塔
ヲ
建

ッ
」

と
す
で
に
ふ
れ
て
い
る
し
、
ま
た

『
山
城
名
勝
志
』
に
も
兼
好

の
旧
跡
と
し
て

コ
兀
在
二
二
岡
西
麓
一近
世
其
基
移
二
岡
東
長
泉

寺
一兼
好
伊
賀
国
卒
」

と
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
兼
好
は

こ
の
地
を
愛
し
、
ニ
ノ
丘
の
西
麓
に
庵

を
結
び
無
常
所
で
あ

っ

た
こ
こ
を
終
焉
の
地
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
そ
の
跡

に
塚
が

つ
く
ら
れ
、
そ
し
て
近
世
初
頭

、
ニ
ノ
丘
の
東
麓
に
長

泉
寺
が
建
立
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
好
事

の
者
に
よ

っ
て
兼
好
の

墓
が
長
泉
寺

に
移
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ま
長
泉
寺

に
は
兼

好
自
筆
と
い
う
家
集
と
兼
好
法
師
像
が

あ
る
。
そ

の
家
集
の
中

に

「
な
ら
び
の
を
か
に
無
常
所
ま
う
け

て
か
た
は
ら
に
さ
く
ら

を
う

へ
さ
す
と
て
」
の
序
詞
に
つ
い
で

「
ち
ぎ
り
を
く
花
と
な

ら
び

の
を
か
の
へ
に
あ
は
れ
い
く
よ
の
春
を
す
く
さ
ん
」
の
歌

が
の
こ
さ
れ
、
兼
好
法
師
像

は
裏
に

「兼
好
像
徳
潤
模
刻
之
」

と
あ
り
、
江
戸
中
期
以
後

の
作
と
い
う
。

ま
た
長
泉
寺
墓
地
に
は
苔
む
し
た
自

然
石
に
兼
好
法
師
と
刻

ま
れ
た
墓
石
と
、
右

の
歌
を
し
る
し
た
歌
碑
が
あ
る
。
墓
石
も

歌
碑
も
長
泉
寺
造
営
の
と
き
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

夏

の
暑

い
ひ
る
下
り
、
歌
に
ち
な
ん

で
植
え
ら
れ
た
と
い
う

何
代
目
か
の
桜
の
古
木

の
根
も
と
に
あ

る
兼
好
法
師

の
墓
に
、

住
職
尼
に
よ

っ
て
花
が
た
む
け
ら
れ
た
。

(な
り
た

し
ゅ
ん
じ

文
学
部
教
授
)
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